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　猛暑の夏も終わり、神無月 10 月で秋らしくなりつつあります。
　我が幸手市の埼玉県営権現堂公園では、曼珠沙華約 300 万株（球）の花が、先月から見頃を迎えています。
一度ご覧下さい。
　今月は、経済と地域社会発展、そして、米山月間です。
　雇用されているにもかかわらず１日にわずか１ドル 90 セント（約 275 円）で暮らしている人の数は、
世界で約８億人います。
　ロータリー財団の「経済と地域社会の発展」の目的には、地域社会とその人々の生活における測定可能
かつ持続的な経済発展を支援していきます、とあります。
目標は４つで、
　①貧しい地域における起業家や地域社会のリーダーの育成、特に女性の発展に力を入れる
　②生産性の高い充実した仕事の機会を特に青少年のためにつくる
　③経済発展を支えるため、地元の組織の能力を構築し、地域社会のネットワークを強化する
　④経済と地域社会の発展に関連する研究を支援する
　具体的には、◎小さな商売の立ち上げを目指す人びとへの小口融資、◎家畜の購入や作物の植え付けな
ど持続可能な農業方法の研修のための融資など、極度に貧しい地域社会の貧困の輪を断ち切るために、ロー
タリー会員は包括的な支援を行っています。ロータリー財団へのご寄付と、そして同時に、積極的な財団
補助金の利用、活用による奉仕活動をお願い致します。
　８月５日、６日、「再会 IN 関東」第３回米山学友による世界大会が、つくば市において開催されました。
米山学友会の集まりです。世界中から学友 800 人、ロータリーメンバー 400 人、合計 1200 人が集まり、
盛大に開催されました。米山学友会は、米山奨学生出身者（現役奨学生を含む）により組織される団体で、
現在海外に９、国内に 33 有ります。
　この集まりは、2016 年ソウル国際大会における決定で、２年に一度米山学友による懇親イベントとし、
第１回は 2017 年熊本で、第 2 回は 2019 年モンゴルで開催されました。コロナ禍による中断を経て今年
第３回大会がつくばで開催された訳です。
　当地区の現在の米山奨学生は 36 人です。昨年細淵年度からの引き継ぎ生が 14 人、今年４月からの奨
学生が 22 人です。
　正式名称は、公益財団法人ロータリー米山記念奨学会で、その目的は、将来母国と日本との懸け橋となっ
て国際社会で活躍する優秀な留学生を奨学することです。学友会とは、その目的達成を象徴する組織であ
ると思います。または多くの学友がその後ロータリアンとなっています。

地区では奨学生には、積極的なロータリー活動への参加を促しています。
今後とも「米山」をよろしくお願い致します

国際ロータリー第 2770地区　ガバナー

梨本　松男
（幸手 RC）

ガバナーメッセージ

【訂正】月信９月号ガバナーメッセージ内「ロータリーの友」について誤りがありました。
　　　　正しくは
　　　　縦組（国内 34 地区の身近な記事）と横組（RI 関連記事）の構成、です。
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10 月 24 日は、世界ポリオデーです。第 2770 地区では昨年と同様に各クラブ

または各グループごとに、ポリオ根絶活動の取り組みをお願いしております。

 
 

 

 
 
10 月 24 日は、世界ポリオデーです。第 2770 地区では昨年と同様に各クラブまたは各グループ 

 

ごとに、ポリオ根絶活動の取り組みをお願いしております。 
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マ フェイフェイ アン テンセンセン
②中国（河南省）
③埼玉大学　博士 3年
④浦和南 RC
⑤坪井　健司
⑥��将来は研究者になりたいです。日本で
も母国でも、自分の研究を通して、少
しでも切り捨てられた弱者に力になれ
ばと思います。

②中国（陝西省）
③芝浦工業大学　修士 2年
④さいたま新都心 RC
⑤関根　浩王
⑥��いつか違う国を旅して、人生のいろい
ろを見ることができたらと思います。

ソ ソンガン チン シュンエイ
②韓国
③埼玉大学　博士 3年
④大宮 RC
⑤小坂　良二
⑥��博士号を取得した後、日本で研究者と
して研究を続けたいです。

②中国（浙江省）
③埼玉大学　博士 3年
④大宮中央 RC
⑤見富　清一
⑥��日本で学んだ知識を活かし、中国の公
園・まちづくりアドバイスをします。

ゴ ウセイ ニン グン
②中国（浙江省）
③芝浦工業大学　修士 2年
④大宮シティ RC
⑤山嵜　政俊
⑥��まずは大学で学んだ知識を用いて製薬
会社で活躍していきます。将来チャン
スがあれば、いろいろな国で生活して
みたいです。

②中国（遼寧省）
③聖学院大学　学部 4年
④大宮東 RC
⑤山田　博司
⑥��将来の夢は、教育者・研究者として活
躍したいです。大学で教えつつ研究も
進みたいです。

チー スリン チン ササ
②中国（山東省）
③埼玉大学　博士 3年
④大宮北東 RC
⑤真中　潤治
⑥��現在学んでいた知識は将来、私たちの
便利な生活を支えるために、常に最先
端の、新たな技術を追い求めていきた
いと思います。

②中国（河南省）
③埼玉大学　博士 3年
④鴻巣 RC
⑤坂本　洋一
⑥��日本と中国の架け橋になり、両国の国
際交流事業に力を入れていきたいと思
います。

2023 学部年度2023 学部年度
 米山記念奨学生　紹介 米山記念奨学生　紹介

①氏名（カタカナ）
②出身国
③学校名
④世話クラブ
⑤カウンセラー
⑥将来の夢等
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マック ティ スアン グエン トゥイ リン
②ベトナム
③共栄大学　学部 4年
④幸手 RC
⑤渡辺　光浩
⑥��卒業後にベトナムとの関わりがある日
本企業で働き、日本で学んだことを活
かし、社会と人に役立つ人間になりた
いです。

②ベトナム
③共栄大学　学部 4年
④松伏 RC
⑤富岡　快雄
⑥��将来、ベトナムで日本料理レストラン
を開きたいと思っています。

ソウ カケイ チョーラク チィグデム
②台湾
③文教大学　学部 4年
④川口東 RC
⑤浅島　史朗
⑥��日本で仕事したいです

②トルコ
③獨協大学　学部 4年
④川口モーニング RC
⑤山口　恵美子
⑥��将来は行政書士になって、日本とトル
コの架け橋的な存在になりたいです。

エン コーウ ユーン ゴック ユイ ウイン
②中国（河北省）
③埼玉大学　博士 3年
④川口南 RC
⑤田中　大輔
⑥��世界一周を廻って、いろんな異文化を
体験すること。

②ベトナム
③聖学院大学　学部 4年
④川口西 RC
⑤荻島　正拡
⑥��日本で美容クリニックを経営したいで
す。

リュウ ショウシ オウ セイカ
②中国（湖北省）
③埼玉大学　博士２年
④浦和 RC
⑤森谷　行雄
⑥��日本と母国の掛け橋となり、環境にや
さしい社会に貢献したいこと

②中国（浙江省）
③埼玉大学　修士２年
④浦和東 RC
⑤野口　實
⑥��将来の夢は専門的な研究の訓練を通じ
て、国際社会のつながり、相互理解や
連携を促進することに役立ちたいこと
である。

コウ メイキン サ ティ ホア
②中国（黒龍江省）
③埼玉大学　学部３年
④浦和ダイヤモンド RC
⑤南保　剛
⑥��積極的に活動に参加し、いろんな人に
出会い、視野の広い人になりたいです。

②ベトナム
③聖学院大学　学部３年
④さいたま中央 RC
⑤河邉　壽郎
⑥��大学に教員になること

オウ シケン グエン ハ チャン
②中国（海南省）
③埼玉大学　修士２年
④浦和北東 RC
⑤斉藤　忠治
⑥��日本あるいは中国大学の先生になりた
い。

②ベトナム
③埼玉大学　修士１年
④さいたま欅 RC
⑤小川　松雄
⑥��将来環境保護に関する仕事に携わりた
いと考えています。

キム リャンヒ ホアン ヴァン フオン
②韓国
③芝浦工業大学　修士１年
④大宮西 RC
⑤福田　美香
⑥��将来、日本で建築設計の仕事をしてい
きたいと思っています。

②ベトナム
③聖学院　大学部４年
④大宮北 RC
⑤河端　一
⑥��ベトナムでコンビニエンスストアを増
やすこと
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コウ ヒレイ ホ ティ テウイ キュウ
②中国（福建省）
③埼玉大学　修士２年
④鴻巣水曜 RC
⑤石井　英男
⑥��これからも日本で仕事をしたいです。
日本と中国の「橋」になりたいです。

②ベトナム
③共栄大学　学部３年
④杉戸 RC
⑤栗原　偉憲
⑥��将来的に起業して、自分のビジネスを
持ちたいです。

オン ティ ヒエン シュウ ウェイジェン
②ベトナム
③聖学院大学　学部４年
④蓮田 RC
⑤田原　春夫
⑥��学んだことを活かし、将来日本とベト
ナムの架け橋になり、社会に貢献した
いです。

②中国（上海市）
③埼玉大学　修士２年
④久喜 RC
⑤野口　はやみ
⑥��将来は帰国し、上海での外資系企業で
働きたいです。

ジョ ケイカイ ニ フウピン
②中国（香港）
③共栄大学　学部３年
④越谷 RC
⑤新井　進
⑥��将来は､ 日本で不動産に勤めたいと思
います｡

②中国（福建省）
③獨協大学　学部３年
④越谷北 RC
⑤黒田　幸英
⑥��将来は日本語，中国語，英語 3カ国語
の通訳案内士として活躍していきたい
です。

ギ ササ チャン ティ フォン タイン
②中国（陜西省）
③文教大学　修士２年
④草加松原 RC
⑤二階堂　祐司
⑥��自分が学んだ専門知識を活かして、
NPOの組織に参加し、男女共同参画
の社会づくりに貢献したいと考えてい
ます。

②ベトナム
③共栄大学　学部３年
④吉川 RC
⑤岡田　勇作
⑥��将来、国際展開している日系企業で日本と進
出先の間に立って架け橋になれるような役割
を目指します。

ホウ シセン ビーリンギロ , ブリス アリ
②中国（浙江省）
③日本工業大学　学部４年
④三郷 RC
⑤今野　正文
⑥��将来研究所に入りたいです。

②ルワンダ　  　③埼玉大学　学部３年
④三郷中央 RC　⑤見付　春雄
⑥��将来の夢は、母国の土木分野の発展に
貢献することです。インフラストラク
チャーの改善や持続可能な都市計画な
ど、社会に良い影響をもたらすプロ
ジェクトに携わりたいと考えています。
そのためには、専門知識の向上や実務経験の積み重ね、
さらには国際的なネットワークの構築も重要です。

シュウ シケン エン ゲツ
②中国（広東省）
③文教大学　学部３年
④幸手中央 RC
⑤池田　岩夫
⑥��将来は日本に就職したい。暇の時には
旅行したい。

②中国（江西省）
③埼玉大学　修士２年
④鳩ケ谷 RC
⑤今井　孝明
⑥��将来は東京で就職しようと思っていま
す。化粧品業界に興味を持っています。

アジ ムニラ チョウ イビン
②中国（新疆ウイグル自治区）
③埼玉大学　修士２年
④戸田西 RC
⑤秋保　常雄
⑥��国際人材になりたいです

②中国（天津市）
③埼玉大学　修士２年
④戸田イブニング RC
⑤寺岡　修
⑥��神話研究を通して、人類が国籍に拘ら
ず、お互いに理解ができ、平和が作り
出せることに努力したいです。
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三郷ウエンズデー RC
会長　島村　宏
幹事　小高　好典

会場：　三郷市商工会館

　ガバナー公式訪問　ガバナー公式訪問

国際ロータリー第 2770 地区ガバナー梨本松男様、第２
グループガバナー補佐三富俊之様、地区副幹事 天野 正幸
様をお迎えして、８月１日（火）にガバナー公式訪問を開
催させて頂きました。懇談会では地区やクラブの現状を共
有し、基調講演ではゴードン・マッキナリー RI 会長の方
針や地区テーマについてご講演頂きました。クラブ協議会

では、ロータリーが絶えず変化している事、その変化に対
してクラブも会員も変化する事が大切だとご指導頂きまし
た。我がクラブが誇る会員一人ひとりが主体的にリーダー
シップを発揮し、地域社会に希望を生み出すことをお約束
させて頂き、御礼の言葉に代えさせて頂きます。ありがと
うございました。

浦和北東 RC
会長　杉田　将大
幹事　山田　直輝

会場：　浦和ロイヤルパインズホテル

令和５年８月２日（水）梨本松男ガバナー、豊田茂雄
ガバナー補佐、山本地区副幹事をお迎えして公式訪問例会
を開催しました。

ガバナーとの懇談会では、少人数クラブの問題点や将
来のクラブ運営について突っ込んだ話し合いを持つことが
出来、今後のクラブ方針が明確になりました。

例会では、梨本ガバナーから 2023-2024 年度地区活動

方針及び地区運営方針に関するお話をいただきました。
梨本ガバナーの話の中で、波風を立ててでも問題を解

決していくという言葉にガバナーとしての責務を全うする
んだという決意を感じました。

本年三郷ウェンズデーロータリークラブとして変革の
年になると感じています。そのためにも会員一同頑張って
いきます、本日はありがとうございました。
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戸田 RC
会長　道下　秀世
幹事　松本　紘明

会場：　戸田文化会館

2023 年８月７日（月）梨本松男ガバナー、萩原達也第
12 グループガバナー補佐、青木智弘地区副幹事をお迎え
して公式訪問例会を開催いたしました。

例会前の懇談会では、事前のクラブからの質問事項へ
ご回答を頂いたり、クラブの現況に関するご質問を頂いた
りしました。

卓話では懇談会に引き続き DEI をはじめとする理念や

方針について詳しく、また、分かりやすいご説明を頂きま
した。クラブの管理運営についても実務的なアドバイスを
頂くことができました。

戸田ロータリークラブは今年 60 周年という節目の年度
を迎えています。再来年には熊木会員がガバナーに就任す
ることも決定しています。公式訪問にて梨本ガバナーから
ご指導頂いたことを生かす１年間にしたいと思います。

越谷東 RC
会長　佐久間　誠
幹事　橋本　政行

会場：　NTT 東日本越谷ビル

８月３日（木）に梨本ガバナー、染谷ガバナー補佐、
石川ガバナー補佐幹事、飯野地区副幹事をお迎えしてガバ
ナー公式訪問が開催されました。例会前の懇談会では、形
式にこだわらない有意義な時間を過ごさせて頂き、梨本ガ
バナーの目指す地区とクラブの在り方、変化を怖がらない
ロータリー活動について素晴らしい意見を拝聴できました。
当クラブからの質問にも丁寧にお答え頂きあっという間の
懇談会となりました。

ガバナー卓話ではガバナーから地区運営方針について
画像を使い分かりやすくご説明頂きました。クラブ協議会
では、各委員会の活動方針について梨本ガバナーより講評
を頂きこれから始まる活動にとても励みになりました。

また、多くのお褒めの言葉もいただき会員一同、今後
の活動にますます意欲の沸いたガバナー公式訪問となりま
した。長時間にわたりご指導頂き心より感謝申し上げます。
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川口中央 RC
会長　東　日出市
幹事　細井　善次郎

会場：　川口キャスティ
川口中央 RC、会長の東日出市です。ガバナー公式訪問

は 2023 年８月７日に行いました。梨本ガバナーから様々
なお話を頂きました。

当クラブは会員数 10 名、平均年齢 72.4 歳、という
高齢クラブです。これまで会長幹事会やセミナー等で
も、会員増強が一番の目標という事は理解しておりますが、
1986 年の設立時は 40 名を超えていたとの事ですが、だ
んだん減りつつあること、メンバーが高齢になり若いメン
バーを集められないという状態になっています。第 12 グ

ループでも 10 名以下のクラブが３つになり、他クラブで
も同様の状況になっていると思います。

そんな中、今回梨本ガバナーから戸田西と戸田イブニ
ングの合併の話を伺いました。合併に関する様々な取決め
はまだ検討中との事ですが、前向きに進んでいるようです。
当クラブでは合併にはまだ後ろ向きですが、このまま会
員増強が難しいと、会員維持にも支障が出る可能性がある
ので、合併もしくはそれに代わる方策で会の維持が必要と
思っています。

川口シティ鳩ケ谷 RC
会長　小原　和弘
幹事　片岡　一之

会場：　鳩ケ谷合同 RC 事務所
８月８日に鳩ケ谷地区３クラブで共用している例会場

にガバナーの梨本様、ガバナー補佐岡村様をお招きし、国
際ロータリーや第 2770 地区の役割、RI 会長やガバナー
としての方針に関して説明いただきました。当クラブは会
員数が９名という小規模クラブです。そのため話題は必然
的に会員の維持増強や合併を含めた今後の運営方針になり

ました。また、ガバナーの役割は各クラブに刺激を与えて
クラブを活性化するとの考えのもと、多岐にわたり刺激的
な提案をいただきました。今期末までに、目標を具現化で
きるよう、会員一同ロータリー活動を楽しむ所存です。今
後の活動に期待してください。



№ 4 ＧＯＶＥＲＮＯＲ’ Ｓ　ＭＯＮＴＨＬＹ　ＬＥＴＴＥＲ

9

川口北東 RC
会長　熊木　正太郎
幹事　古挽　詔二

会場：　とうきちろう

８月８日（火）に梨本松男ガバナー、萩原達也ガバナー
補佐、紙本瑞基地区副幹事をお迎えして、公式訪問を開催
させていただきました。

会長幹事懇談会では会員増強維持やクラブ合併につい
てのお話でございました。会員が増えることでクラブが明
るくなり、人を誘いやすくなる。そして、クラブ活性化に
相乗効果があるというお話をいただきました。

例会では、RI テーマ「Create Hope in the World 世

界に希望を生み出そう」や６つ強調事項、地区運営方針で
ある「ロータリーを理解し、楽しく活動しよう」について
の卓話をいただきました。

限られた時間の中、熱意ある講評、ご指導をいただき
会員一同心より感謝申し上げます。

最後に当クラブの課題である会員増強維持について、
ガバナーからいただいたアドバイスを踏まえて会員間で考
えていきたいと思っております。ありがとうございました。

久喜 RC
会長　冨田　英則
幹事　岸　雅則

会場：　三高サロン

８月 10 日（木）梨本松男ガバナー、中野正廣ガバナー
補佐、渡辺光弘地区副幹事をお迎えして公式訪問例会を開
催させていただきました。例会に先立ち、三役との懇談会
では久喜ロータリークラブとしての課題解決に向け、示唆
に富んだアドバイスを梨本ガバナーから頂戴いたしました。

例会でのガバナー卓話では国際ロータリー・地区の活
動方針等、パワーポイントを使って分かり易く説明してい
ただきました。例会終了後、クラブ協議会を開催し各部門
委員長、各委員長から本年度の活動計画を発表させていた

だき、その後、ガバナーよりご自身の体験を踏まえた的確
なアドバイスをいただきました。大変、有意義なクラブ協
議会となりました。久喜ロータリークラブとしては本年度
がスタートしてすぐに、ガバナー公式訪問例会が開催でき
たことは、今年度の事業活動を行っていくうえで大いに参
考になりました。梨本ガバナー、中野ガバナー補佐、渡辺
地区副幹事、当日は本当にありがとうございました。会員
一同心より感謝申し上げます。
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桶川イブニング RC
会長　大隅　俊和
幹事　山崎　淳

会場：　べに花ふるさと館
８月 10 日（木）に、梨本松男ガバナー、第５グループ

堀口勝男ガバナー補佐、新井雄二ガバナー補佐幹事、渡辺
光浩地区副幹事をお迎えしました。16 時より懇談会、17
時より例会、食事を挟んで 18 時 20 分より協議会を開催
致しました。

懇談会では当クラブの年度計画書をご確認頂きながら、
活動内容の報告とガバナーよりロータリー活動への取り組
み方などをご指導頂きました。

例会ではガバナーに改めて、今までのロータリー活動
など会員の心に響く卓話をして頂きました。

協議会では各委員会の委員長が発表をしていき、ガバ

ナーよりその都度細部に渡りご指導頂きました。特に会員
増強や青少年奉仕に関してはより具体的なアドバイスを頂
き、大変参考になりました。また当クラブの自慢でもあり
ますポリオデーの募金活動に関しましては、お褒めの言葉
と今年もより多くの募金活動をお願いしたいお言葉頂きま
した。

本年度はコロナも明けてより活動が多くなります。ガ
バナーよりアドバイス頂いた事を実践していき、ロータ
リー活動をより理解し、その中でも当クラブの良さでもあ
ります楽しくという事を重点に活動していきます。

大宮南 RC
会長　野本　悦子
幹事　高橋　満広

会場：　ベルヴィ大宮サンパレス

私たち大宮南 RC は８月 17 日（木）に、今年度 梨本
松男ガバナーの公式訪問例会を、大宮サンパレスにて開催
しました。

まずは、梨本ガバナー、入江ガバナー補佐と共に、当
クラブからは野本会長、高橋幹事、塚田会長エレクトが出
席したガバナーとの懇親会の場では、和やかな雰囲気の中
で、主にクラブ運営についてのお話をガバナーより直接お
伺いすることができ、大変有意義な時間となりました。

その後の例会では、ガバナーより新入会員へのバッジ
贈呈をいただき、思い出に残る入会式となったほか、ガバ

ナーの卓話においては国際ロータリーや地区についてのお
話などもいただき、新しい会員にとっても重要な卓話とな
りました。

最後は、全員で記念写真を撮影し、公式訪問例会の場
を締めくくりました。

これからさらにクラブ一丸となって今年度の奉仕活動
に向かっていく、そのエネルギーを感じられた時間となり
ましたこと、心より感謝を申し上げます。誠に有難うござ
いました。
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浦和中 RC
会長　三島　泉
幹事　横田　松博

会場：　浦和伊勢丹７F
８月 17 日（木）梨本松男ガバナー、小滝敏郎ガバナー

補佐、齊藤建吾ガバナー補佐幹事、柳沼憲一地区副幹事を
お迎えして、ガバナー公式訪問が開催されました。

会長・幹事・エレクトとの懇談会では、和気あいあい
の雰囲気のなかガバナーからは、事前にしっかり分析いた
だいた当クラブの特徴を踏まえクラブの目指す方向を指し
示していただきました。

その後のガバナー卓話・入会式・クラブ協議会におい

ても、非常に分かりやすく会員に寄り添った卓話や軽快な
トークにより参加者とともに大いに盛り上がることが出来
ました。

懇親会においても、会員一人ひとりに気軽に声をかけ
ていただき、梨本ガバナーとメンバーとの距離が近づいた
実りある公式訪問となりましたこと心から感謝申し上げま
す。

さいたま新都心 RC
会長　一色　泉
幹事　都築　大介

会場：　武蔵野銀行与野支店
談会→昼食→例会（卓話）→クラブ協議会の順に実施

されました。ようやく本格的なリアル例会が承認され公式
訪問を迎えることが出来ました。卓話では、「RI テーマと
地区運営」について分かりやすくご説明されました。クラ

ブ協議会では、各委員長による活動方針発表があり、丁寧
にご指導を頂き今後のクラブ活動に活かしたいと思います。
梨本ガバナー、三富ガバナー補佐、ご指導有難うございま
した。



ＧＯＶＥＲＮＯＲ’ Ｓ　ＭＯＮＴＨＬＹ　ＬＥＴＴＥＲ № 4

12

大宮シティ RC
会長　川田　祐弘
幹事　堀江　　充

会場：　パレスホテル大宮

８月 21 日（月）　梨本松男ガバナー、入江信仁第３グ
ループガバナー補佐、三牧信吾地区副幹事をお迎えしてガ
バナー公式訪問例会を開催致しました。

会長、幹事、会長エレクトとの懇談会、クラブ協議会
で当クラブの特徴や現状、事業計画を説明させて頂きまし
たが、非常に丁寧なアドバイスを頂きありがとうございま

した。奉仕活動の活性化による会員の増強維持、寄付の重
要性などロータリアンであることを再確認させられるアド
バイスが印象的でした。

当日は酷暑の中２クラブ目の公式訪問というハードな
スケジュールの中、貴重なお時間を頂き誠にありがとうご
ざいました。心より感謝申し上げます。

さいたまシティ RC
会長　田中　豊
幹事　和田　英二

会場：　浦和伊勢丹７F
クラブ協議会では通り一編の年度計画の発表時間を極

力少なくし、クラブが抱える問題と質問を会員が自由に述
べ、直接梨本ガバナーの生の声を聞く形式にしました。

当クラブは 20 年以上前から少人数クラブの会員増強に
向けた戦略として合併を提唱し模索してきました。ところ
が地区は当クラブの提案に対し何らフォローアップするこ
ともなく独自で解決するよう求め、結局解散の道を選ばざ
るを得ない状況に陥っていた現状を必死で訴えてきました。
それでも会員の努力によって少しずつ増強を達成してきた
結果、20 年前は下位 10 番以内だった会員数は現在平均
会員数に近づきつつあります。梨本ガバナーから規定審議

会の変更に伴い会員数 20 人未満のクラブに対し解散また
は合併の勧告ができる旨お聞きし鼓舞していただいたおか
げで現在会員の士気が上がりつつあります。

また奉仕プロジェクトにおける地区補助金についても
ここ数年継続事業については対象外とされていたものの、
内容いかんによっては可能との回答を得ることができ、改
めて会員の士気を上げていただくことができました。

三富第２グループガバナー補佐から「これほど活発な
意見交換をしたクラブ協議会を見たことがない」との総評
までいただき、充実したガバナー公式訪問例会を開催する
ことができました。
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さいたま欅 RC
会長　伊藤　操
幹事　町田　安弘

会場：　スーパーアリーナ
８月 22 日第 827 例会に公式訪問頂きました。
例会前に会長，幹事、会長エレクトとの面談を実施頂

きました。
年齢層からいって青少年交換留学生の送り出し、引き

受けもできるのでは。等クラブ活性のヒントを頂きました。

クラブ協議会では、各部門ごとに講評を頂き、新しい
視点でものを見、考える、ことが変化するロータリーを理
解して対応し、楽しくロータリー活動をしようという方向
につながりを感じました。和やかな雰囲気のもと、公式訪
問を終了しました。

浦和ダイヤモンド RC
会長　志村　佳重
幹事　志村　巌

会場：　浦和伊勢丹 7F
８月 23 日（水）、梨本松男ガバナー、小滝敏郎第１グルー

プガバナー補佐、小松原孔明地区副幹事をお迎えし、ガバ
ナー公式訪問を開催致しました。梨本ガバナーより、例会
卓話において RI テーマ、地区運営方針、ロータリーの基

本と変化などについて分かりやすくご説明頂きました。ク
ラブ協議会においては和やかな雰囲気の中、丁寧なご指導
を頂きました。また新入会員２名の入会式を行うことがで
きました。会員一同、心より感謝申し上げます。
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2023 年－ 2024 年度
国際ロータリー　第 2770 地区

11 月 11 日（土）12：30 ～ 17：0012：30 ～ 17：00

　　《会場》	 本会議 : レイボックホール 7階 小ホール
　　　　	 RI 会長代理ご夫妻歓迎晩餐会 : パレスホテル 4階ローズルーム

11 月 12 日（日）11：30 ～ 19：0011：30 ～ 19：00

　　《会場》	 本会議 : レイボックホール 6,7,8 階大ホール
　　　　　	 大懇親会 : レイボックホール 7階小ホール
　　　　　　　　　　　　　懇親会場において大抽選会を実施いたします
　　　　　　　　　　　　　旅行券をはじめ景品を多数用意しております

　　　ご　挨　拶
2023-2024 年度地区大会実行委員長

宮澤　実（幸手 RC）

　みなさまこんにちは　梨本年度地区大会実行委員長の宮澤実です。
　当クラブから 25 年ぶりにガバナー輩出ということで大変喜んでおります。梨本年度
の地区大会は、メイン会場をレイボックホールという初めて使用する会場で、大会打
合せについても勝手がわからず会員一同戸惑いの毎日ですが、第 7 グループのコ・ホ

ストクラブのみなさまも含め頑張っております。
　今年度は、久しぶりに懇親会も行います。趣向を凝らした抽選会を行ない、景品も多数用意しております。
　第 2770 地区のみなさま、地区大会へのご協力よろしくお願いいたします。
　地区大会でお会いいたしましょう！

大会テーマ「「Enjoy Rotar yEnjoy Rotar y   変化は進化変化は進化」」
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11..  「「再再会会 iinn 関関東東」」開開催催  過過去去最最多多のの 11,,000000 人人超超ええ
第 3 回米山学友による世界大会「再会 in 関

東」（主催：関東 10 地区米山学友会）が 8月 5

日、つくば市国際会議場で開催されました。ま

た、前日には前夜祭、6 日にはつくば市内で文

化体験バスツアーが行われました。今回つくば

市が開催地となった背景に、世界最大級のサイ

エンスシティが、勉学を目的に来日した経験を

持つ米山学友が集うのに相応しい都市であるだ

けでなく、東日本大震災の被災地でもある地で

大きな集いを開催することで、地域貢献・活性

化に繋げたい、という実行委員会の思いがあり

ます。その思いの通り、世界 38 カ国の米山学

友と現役奨学生 638 人、ロータリアン 447 人、

その他家族などを含め、登録者数は総勢 1,209

人となり、広い会場は超満員となりました。 

同日午前中には、各学友会の活性化を目指し

たポスター、キャリアデザイン支援を目的とす

るビジネスポスターが会場内の壁面いっぱいに

飾られ、当会役職理事や主催の関東 10 地区ガ

バナーの審査により、優秀作品に選ばれた作品

には、式典内で目録が贈られました。また、

「米山フェスティバル」と題し、各国のお菓子

を持ち寄り、交流の時間が設けられました。 

14 時半から本大会式典が開始。オープニング

セレモニーでは、第 2回世界大会「絆 in モン

ゴル」実行委員長のジャンチブ・ガルバドラッ

ハさん（1998-99／山形北ＲＣ）から、「再会

in 関東」実行委員長の朴
パク

貞子
サ ダ コ

さん（2006-08／

岸和田ＲＣ）へ米山世界大会シンボルの引き渡

しが行われました。当会の若林紀男理事長、韓

国学友会の全 炳
ジョンビョン

台
テ

会長（1980-83・91／仙台

北ＲＣ）、つくば市市長の五十嵐立青氏から、

祝辞が述べられました。 

今大会の開催に向けて、主催の関東 10 地区

学友会ではチャリティー奉仕リレーとして募金

活動を行い、集まった寄付金 407，381 円は、

子供の貧困問題に取り組む NPO 法人 Learning 

for All の山村卓矢氏へ手渡しされました。 

「米山学友の在り方と世界大会の開催意義」

をテーマに行われたパネルディスカッションで

は、ファシリテーターの第 2750 地区宮崎陽市

郎ガバナーと米山学友 5 人が登壇し、奨学生時

代の思い出や、当事業への思いが語られまし

た。その後、今年 7月から活動を開始した第 5

代よねやま親善大使 3人による自己紹介、米山

梅吉記念館についての紹介を挟み、百人合唱祭

ではテーマソングである「米山の絆」の大合唱

が行われ、会場は熱気に包まれました。 

会場を移して迎えた第二部の懇親会では、ベ

トナムやミャンマー、国内学友による民族舞

踊、ダンスパフォーマンス、演奏や合唱が次々

に披露され、笑顔で溢れた会場は、大盛り上が

りのまま閉幕となりました。 

次回の第 4回となる世界大会の開催地は台湾

に決定。2026 年 6 月に開催予定です。

朴実行委員長（左）へ引き継がれた大会のシンボル 

世界各国から集結した米山学友たち 

ステージで「米山の絆」を合唱 
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22..  22002244 学学年年度度  奨奨学学生生のの募募集集をを開開始始
来年 4 月採用の新規奨学生募集が始まりまし

た。各地区の米山記念奨学委員会が選定し、当

会選考・学務委員会と常務理事会の承認を経た

指定校は、全国で 563 キャンパス（前年度 569

キャンパス）。指定校からの被推薦者数は

1,789 人（同 1,901 人）で、この中から新規奨

学生約 610 人が選ばれます。今回、初指定校は

6 校。また、5 地区が例会に通える範囲の地区

外の大学を指定。大学・大学院以外を対象とす

る地区奨励奨学金は、14 地区（同 13 地区）39

校（同 33 校）となりました。各地区米山奨学

委員会では毎年、学校説明会や担当者との懇談

を行い、事業の目的に適う多様な人材を採用し

ようと努力しています。 

当会からは 8 月 4 日に、全指定校に宛ててメ

ールで通知しました。指定校からの応募締切は

例年通り、10 月 15 日となります。 

※指定校一覧、募集要項・申込書式は、当会

ホームページにて公開しています

33..  寄寄付付金金速速報報  ――22002233--2244 年年度度もも好好調調ににススタターートト――
2023‐24 年度の最

初の月となる 7 月の寄

付金は約 3億 1,100 万

円でした。前年度と比

べて約 47.3％増（普

通寄付金：0.8％減、

特別寄付金：177.4％

増）、約 9,990 万円の

増額となりました。前年度より 1億円近くの増

額となったのは、年初早々に 1億円の高額寄付

をいただいた結果です。また、100 万円以上の

ご寄付が個人・法人合わせて 6件ありました。

ご寄付いただきました皆さまに厚く御礼申し上

げます。今年度も引き続きご支援を賜りますよ

う、よろしくお願いいたします。 

44..  北北海海道道米米山山学学友友会会がが 33 年年ぶぶりりにに総総会会開開催催
北海道米山学友会の総

会が 7 月 22 日、札幌市内

のホテルにて開催されま

した。同地区学友会はコ

ロナ禍や会員数の不足に

より、しばらく活動を休

止していましたが、約 3 年ぶりの総会開催とな

りました。当日は、準会員を含む 12 人の学友

会員、16 人のロータリアンの総勢 28 人が参加

しました。 

総会では、2022-23 年度の事業報告、収支決

算報告、2023-24 年度の事業計画、収支予算案

などが協議され、終了後に懇親

会を開催。久しぶりの再会を喜

びました。 

同学友会の朴炫
パクヒョン

珍
ジン

会長

（2014-15／札幌西ＲＣ）は、

「繋がりを保つ、という大きな

役割を持つ学友会活動ができなかった期間は、

非常に辛かったです。今後時間をかけて元の状

態に戻すために、ロータリアンの力を借りなが

ら、ロータリアンと米山学友の関係・繋がりを

強化していきます。私たちの活動を温かく見守

り、ぜひ応援してください」と述べました。 

前前年年同同期期比比  

普 - 0.8% 特 + 177.4% 

+ 47.3％ 
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Region 1& 2 & 3

2023 年９月号　No.1

発行：Region 1& 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS

第一地域ロータリーコーディネーター補佐（ARC）の今井高志（弘前 RC）です。橋岡久太郎 RC を補
佐する立場で、担当地区は第 2830 地区（青森）、第 2540 地区（秋田）、第 2800 地区（山形）、第 2560
地区（新潟）となっています。

昨年度を振り返ると、GETS や地域リーダー会議等の会議には出席したものの、他地区に出向いての支
援活動は出来ませんでした。唯一、第 2540 地区の淡路ガバナー（当時は DGE）から、地区研修協議会で
話をして欲しいと要請がありましたが、日程が合わず、橋岡 RC にお願いしてしまいました。

RC（含む ARC）の大事なミッションとして「会員増強」がありますが、我が第 2830 地区を例に検証し
てみたいと思います。

第 2830 地区の会員数は、本年７月１日現在で 1103 名です。2011 年の東日本大震災の頃から 1200 名
を切り、当時のガバナーが「ミラクル 1200」というスローガンを掲げ、その後も 1200 名まで戻そうと必
死に取り組んできました。

私がガバナー（2018-19 年度）の時も会員増強について「各クラブ１名以上増強、とくに 40 歳未満の若
者と女性」を掲げ、「会員が増えればクラブが活性化し、資金も増え、さらなる奉仕活動ができ公共イメー
ジが上がる、公共イメージが上がれば、一緒に奉仕活動をやってみたい会員が増えるはず」と言ってきました。

1100 名を切ると他地区と合併させられるかもという危機感から一時 1200 名を超えた年度もありました
が、結局、毎年 70 ～ 80 名の新会員が入っても、同じかそれ以上の退会者が出て、ここ数年は 1100 名前
後となっています。

いろいろ取り組んできて結果が伴わないのは、取組方法が間違っているのかと思ったりするが、恐らく「質
と量の掛け算の面積」が足りないのだろうと思う。つまり、「入会勧誘の声がけをする」という方法は間違っ
ていないが、単に「ロータリーに入って」だけでは入会してくれない。「ロータリーに入れば、どんな良い
ことがあるのかを、実体験をもとに話をする」という質を上げて、しかも「たくさんの方に声を掛ける」と
いう量も増やし、面積を拡げる必要があります。

ただ、私も含めかなりの方が、会員増強＝新入会員と思っていました。もちろん、新入会員を増やすこと
は大事ですが、同時に退会者を減らすことを考えないと、会員減少という現状を打破できません。入会して
程なく、「入会して良かった」と思ってもらえるクラブにしていかなければならないと思います。

そのためには、クラブに DEI を取り入れなければなりません。多様な方を受け入れて、みんなを公平に扱っ
てくれて、何より一人ひとりの居場所があるクラブ、そして本心からお勧めできるクラブになれば、新入会
員は増え、退会者は少なくなると思います。ぜひ、そんなクラブ作りを目指していきたいと思います。

第 1地域　ロータリーコーディネーター補佐

　今井　高志（弘前 RC）
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Region 1& 2 & 3

2023 年９月号　No.2

発行：Region 1& 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS

2023 年７月 23 日 Zoom にて３地域合同による「公共イメージ向上セミナー」が開催されました。各地
区ガバナーや公共イメージ向上委員長始め、地域コーディネーターと同補佐、

日本事務局を含む総勢約 150 名の参加を頂きました。
冒頭、佐藤芳郎 RI 理事から「日本のロータリー会員数は、下げ止まった感がある。ポリオ根絶・クリエ

イトホープに因んだ行事を行って地区とクラブ活性化の一助とし、ロータリーを育てよう」と、呼びかけら
れました。

次いで、R1 田中久夫 ARPIC から「公共イメージを向上させる目的と期待される効果」・R3 簡仁一
ARPIC から「ロータリーブランドとロゴの重要性」と題し、示唆に富む講話を頂きました。

更に「クラブ活性化につなげるために」と題し、R2 桑澤一郎 ARPIC から「日本のロータリーとしての
ポータルサイトの設置と登録依頼」について、R3 深尾兼好 ARPIC から「世界ポリオデーフォトコンテスト」
についての説明を頂きました。

続いて「世界ポリオデーに向けての計画発表」として、2590 地区大塚正一公共イメージ委員長から「第
２回世界ポリオデー JR 桜木町駅前広場」・2660 地区貴島陵太郎実行委員長から「END POLIO NOW チャ
リティーハロウィンパーティー」・2680 地区田中正喜公共イメージ委員長から「ポリオデー IN 神戸まつり」・
九州４地区を代表し田村香代子公共イメージ部門長から「九州４地区合同 CREATE HOPE プロジェクト・
いっしょにやろう」についての紹介を頂きました。

質疑応答の時間では、2760 地区伊藤靖祐 RRFC から各地区における事業予算の調達についての問いか
けがあり、夫々の地区からは様々な工夫と苦労についての率直な回答がありました。

セミナーの最後に三木明 R 財団管理委員会委員から講評を賜り、充実したセミナーを実施した主催者に
対する謝辞と共に、ローターアクターである 2660 地区貴島陵太郎実行委員長に対し、今後の更なる活躍を
期待する旨の激励がありました。

結びに、R3 丸尾研一 RPIC から「ポリオ根絶に決意を新たにした」との言葉を頂きました。
参加者からは、公共イメージの向上の必要性に対する理解が進み、ポリオデーの企画立案に関する有益な

ヒントを得られたなどの感想が寄せられ、充実したセミナーを実施できたものと思われます。

第 1地域　ロータリー公共イメージコーディネーター

　寺嶋　哲生（柏RC）

３地域合同「公共イメージ向上オンラインセミナー」報告
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Region 1& 2 & 3

2023 年９月号　No.3

発行：Region 1& 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS

ロータリーと共にポリオをなくそう。野生型ポリオウイルスにより感染してしまう恐れのある子供たちを
一日も早く救い出そうとして 1980 年代に世界的な奉仕プロジェクトとしてロータリーが世界に先駆けて取
り組みを開始、以来現在でも、第一優先項目にあげられているのがポリオ根絶活動です。

そして日本のロータリーとしては２年ほど前からエンドポリオの活動とロータリーに対する理解を高める
べく 10 月 24 日の世界ポリオデーに国内を上げてのエンドポリオの周知・募金（寄付）、そしてロータリー
の活動を広報するイベントを一斉に開催しましょうという動きが全国各地で開催されるようになりその波は
徐々に拡大し昨年はフォトコンテストを取り入れるなどの工夫もなされ各地区のロータリー活動に浸透して
きました。

そこでエンドポリオイベントを開催するにあたりいくつかの注意点を確認しましょう。
現代の日本人にはポリオと言ってもピンとこないのが現状です。
先ずはロータリアンである私達がポリオを正しく理解しその上でエンドポリオの必要性を PR する事です。
又、寄付は理解者からの支援であり、一般市民から頂く寄付に関しては理解を得られる方からのご奉仕で

あり強制的にならない様に十分気を付ける事が大切です。更に一般市民の方々には寄付をお願いするよりも
世界の中には現在もポリオで犠牲になっている子供たちが沢山いる事を知ってもらう事です。

ロータリーが何故エンドポリオ活動を行っているかという事を理解して頂きエンドポリオが世界中で大切
な活動である事を PR していく事です。

広報活動の方法は色々な事が考えられます。市民の方々にポリオを正しく理解して頂ければ寄付もロータ
リー活動も十分な理解が得られます。

活動や広報の方法として地区全体で行うイベントと同時に各グループ（分区・ブロック）ごとにガバナー
補佐を中心に同日、出来るだけ同じ時間帯、地区内各所でエンドポリオイベントを開催する事が効果的で
す。これは各グループやクラブが地区の要請やお膳立てだけでなく主体的に且つエリアを絞ることにより地
元地域の社会にエンドポリオとロータリーを PR する絶好の機会になります。地区主導イベントでは地区委
員会がテリトリー内のメジャーな場所で開催し、各グループやクラブは各々のエリアで個々に開催。出来た
らオンライン配信を活用し各地を中継で結ぶなどの工夫をするとより一体感が生まれるでしょう。各地区ガ
バナーを中心に各ガバナー補佐のリーダーシップの下、地区全体が動き出すようなインパクトのあるポリオ
デーを開催してみませんか。10 月 24 日の世界ポリオデーに向けて地区、グループ（分区・ブロック）各
クラブでロータリーの PR、そしてエンドポリオ活動を推進していきましょう。今年度もフォトコンテスト
を実施します。各地区エンドポリオの活動報告を楽しみにしております。

第 1地域　ロータリー財団地域コーディネーター補佐

　梶原　等（千葉 RC）

ポリオ根絶と10月24日世界ポリオデーについて
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ロ ー タ リ ー 財 団
大口寄付 $47,230.00 大口寄付 $50,521.89 大口寄付 $19,000.00 大口寄付 $19,000.00 大口寄付 $17,000.00 大口寄付 $14,000.00 大口寄付 $12,300.00

杉田　政男
（岩槻東）
令和5年8月9日

森田　武司
（大宮北東）
令和5年8月18日

中島　美三郎
（越谷）

令和5年8月28日

吉田　耕之
（大宮シティ）
令和5年8月29日

吉野　寛治
（越谷）

令和5年8月28日

山田　二三夫
（越谷）

令和5年8月28日

野崎　昌雄
（川口中央）
令和5年9月5日

ロ ー タ リ ー 財 団
大口寄付 $10,000.00 大口寄付 $10,000.00 マルチプル（8） マルチプル（8） マルチプル（7） マルチプル（7） マルチプル（6）

田村　晃佑
（春日部）
令和5年9月5日

江原　武男
（越谷）

令和5年8月28日

遠藤　隆雄
（岩槻）

令和5年7月25日

丹田　益生
（越谷）

令和5年8月28日

池田　遥幌
（桶川）

令和5年8月30日

佐藤　隆行
（大宮シティ）
令和5年8月29日

蓮見　典央
（越谷）

令和5年8月28日

ロ ー タ リ ー 財 団
マルチプル（6） マルチプル（2） マルチプル（2） マルチプル（2） マルチプル（2） マルチプル（1） マルチプル（1）

永嶋　幸男
（春日部）
令和5年8月31日

大野　弘
（越谷中）
令和5年7月26日

佐藤　誠
（大宮南）
令和5年8月14日

川田　祐弘
（大宮シティ）
令和5年8月29日

橋本　洋子
（大宮南）
令和5年8月14日

松岡　正祥
（桶川）

令和5年8月31日

山本　太輔
（幸手）

令和5年8月29日

ロ ー タ リ ー 財 団
ポール・ハリス・フェロー ポール・ハリス・フェロー ポール・ハリス・フェロー ポール・ハリス・フェロー ポール・ハリス・フェロー ポール・ハリス・フェロー ベネファクター

兼杉　文子
（大宮）

令和5年8月25日

宮田　充
（幸手）

令和5年8月29日

齋藤　芳尚
（春日部）
令和5年8月29日

奥隅　江里子
（大宮南）
令和5年8月14日

金杉　和秋
（大宮南）
令和5年8月14日

深江　瑞枝
（蓮田）

令和5年8月31日

志村　佳重
（浦和ダイヤモンド）
令和5年8月18日

ロ ー タ リ ー 財 団
ベネファクター ベネファクター ベネファクター

野本　悦子
（大宮南）
令和5年8月14日

松﨑　覚
（春日部）
令和5年8月23日

若海　宗承
（越谷）

令和5年8月28日
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米 山 奨 学 会
米山功労者メジャードナー（24） 米山功労者メジャードナー（17） 米山功労者メジャードナー（13） 米山功労者メジャードナー（10） 米山功労者マルチプル（9） 米山功労者マルチプル（8） 米山功労者マルチプル（8）

中島　美三郎
（越谷）

令和5年8月28日

野崎　昌雄
（川口中央）
令和5年9月5日

山中　重則
（浦和北東）
令和5年7月27日

清水　伸洋
（大宮東）
令和5年9月13日

吉野　寛治
（越谷）

令和5年8月28日

松田　繁三
（越谷）

令和5年8月28日

永嶋　幸男
（春日部）
令和5年8月31日

米 山 奨 学 会
米山功労者マルチプル（6） 米山功労者マルチプル（6） 米山功労者マルチプル（5） 米山功労者マルチプル（5） 米山功労者マルチプル（4） 米山功労者マルチプル（3） 米山功労者マルチプル（3）

黒臼　秀之
（大宮南）
令和5年8月14日

原澤　茂
（浦和）

令和5年8月28日

細淵　雅邦
（浦和）

令和5年8月28日

阪　康彦
（大宮南）
令和5年8月14日

海老原　光男
（春日部）
令和5年9月5日

山本　太輔
（幸手）

令和5年8月29日

菊地　貴光
（越谷中）
令和5年7月26日

米 山 奨 学 会
米山功労者マルチプル（3） 米山功労者マルチプル（3） 米山功労者マルチプル（3） 米山功労者マルチプル（2） 米山功労者マルチプル（2） 米山功労者マルチプル（2） 米山功労者

大野　弘
（越谷中）
令和5年7月26日

白井　慶太
（浦和）

令和5年6月26日

千代田　利光
（三郷）
令和5年8月3日

村上　博康
（鳩ヶ谷）
令和5年7月28日

中川　忠典
（浦和）

令和5年6月26日

鈴木　雄次
（三郷）
令和5年8月3日

宮田　充
（幸手）

令和5年8月29日

米 山 奨 学 会
米山功労者 米山功労者

石川　重利
（大宮南）
令和5年8月14日

玉城　正義
（三郷）
令和5年8月3日

訃　報
謹んでお悔やみ申し上げます。

星野　文男
（浦和）

2023 年 8 月 18 日ご逝去
享年 68 歳

熊木　幸雄
（戸田）

2023 年 8 月 23 日ご逝去
享年 87 歳

木本　栄一
（大宮西）

2023 年 9 月 2 日ご逝去
享年 76 歳
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お詫びと訂正
　ガバナーマンスリーレター９月号に誤りがありました。大変失礼いたしました。
　お詫びして訂正いたします。

【米山奨学会】
　正　米山功労者メジャードナー（10）
　　　小嶋　明夫（さいたまシティ）　
　　　令和 5 年 7 月 27 日

【ガバナー公式訪問】
　正　浦和北 RC 会長　尾﨑　和男

新 　 会 　 員

黒川　和彦
（草加松原）
令和5年7月1日入会
株式会社親愛
葬祭業

垳田　一人
（草加松原）
令和5年7月1日入会
学校法人青德学園青德幼稚園

幼稚園

河井　陽子
（草加松原）
令和5年7月1日入会
有限会社幸栄商事

不動産売買・賃貸・仲介業

竹村　美保
（草加松原）
令和5年7月1日入会
竹村事務所
行政書士

渡辺　直之
（草加松原）
令和5年7月1日入会
水戸証券株式会社草加支店

証券業

星野　加代子
（川口東）

令和5年7月4日入会
株式会社エアコンセンター
建設業・空調工事

古市　夏代
（川口東）

令和5年7月4日入会
株式会社ジュナ
不動産

新 　 会 　 員

小林　英樹
（浦和北）

令和5年8月2日入会
有限会社光英建装
建築塗装

中田　裕子
（川口むさし野）
令和5年8月2日入会
株式会社好樹園

造園土木・設計・施工・管理

橋本　優樹
（大宮西）

令和5年8月7日入会
株式会社八千代交通
タクシー業

野本　怜子
（浦和中）

令和5年8月17日入会
埼玉県議会議員
特別公務員

木田　高史
（上尾）

令和5年8月17日入会
株式会社セレモニー
冠婚葬祭業

樋口　悦規
（さいたま欅）
令和5年8月22日入会
ヒグチユニオン株式会社
土木建設業・警備業

櫻井　益人
（大宮）

令和5年8月30日入会
旭化成ホームズ株式会社埼玉メゾン支店

住宅建築業

新 会 員

古田　貴行
（越谷東）

令和5年8月31日入会
株式会社アクセスセキュリティ
防犯システム業
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国際ロータリー第2770地区事務所

2023 ～ 2024 年度 8 月 会員数報告

内
女性

内
女性

内
女性

内
女性

浦和 98 6 103 6 5 5 6 幸手 41 1 41 1 0 3 0

浦和東 98 16 98 16 0 3 0 蓮田 47 3 47 3 0 3 0

浦和南 22 1 22 1 0 5 0 久喜 48 7 49 7 1 3 1

浦和中 34 3 35 4 1 5 1 幸手中央 20 2 20 2 0 3 0

浦和ダイヤモンド 20 3 23 4 3 4 3 第7グループ計 156 13 157 13 1 12 1

第1グループ計 272 29 281 31 9 22 10 越谷 90 3 89 3 -1 5 1

浦和北 67 3 67 3 0 5 1 越谷南 38 3 42 4 4 5 4

さいたま中央 42 2 41 2 -1 5 0 越谷北 40 2 40 2 0 3 0

さいたまシティ 21 1 21 1 0 2 0 越谷東 53 2 56 2 3 5 5

浦和北東 40 3 39 3 -1 3 0 越谷中 11 1 11 1 0 1 0

さいたま新都心 37 0 37 0 0 2 0 第8グループ計 232 11 238 12 6 19 10

第2グループ計 207 9 205 9 -2 17 1 八潮 42 3 42 3 0 11 0

大宮 64 2 67 2 3 5 3 八潮イブニング 10 0 10 0 0 3 0

大宮南 36 9 39 8 3 4 5 草加中央 7 3 7 3 0 2 0

大宮中央 35 1 35 1 0 1 0 八潮みらい 21 1 21 1 0 4 0

大宮シティ 47 3 47 3 0 2 0 草加松原 29 2 34 4 5 0 5

さいたま欅 28 2 38 3 10 4 10 草加シティ 16 6 17 7 1 0 1

さいたま大空 14 6 14 6 0 2 0 第9グループ計 125 15 131 18 6 20 6

第3グループ計 224 23 240 23 16 18 18 吉川 11 0 11 0 0 0 0

大宮西 110 13 114 14 4 5 5 三郷 25 4 25 4 0 2 0

岩槻 18 0 18 0 0 3 0 三郷中央 15 1 15 1 0 0 0

大宮北 8 0 8 0 0 2 0 三郷ウェンズデー 9 1 9 1 0 2 0

大宮東 43 3 43 3 0 3 0 松伏 17 2 18 2 1 2 1

岩槻東 24 3 24 3 0 2 0 吉川中央 14 2 15 2 1 2 1

大宮北東 8 1 8 1 0 3 0 第10グループ計 91 10 93 10 2 8 2

第4グループ計 211 20 215 21 4 18 5 川口 103 17 102 17 -1 10 1

上尾 34 0 34 0 0 2 1 鳩ヶ谷 13 0 13 0 0 0 0

鴻巣 27 4 27 4 0 5 1 川口東 24 1 27 3 3 6 3

桶川 20 0 21 0 1 3 1 川口/鳩ヶ谷武南 22 3 23 3 1 3 1

上尾西 38 3 39 3 1 2 1 川口モーニング 24 1 24 1 0 3 0

北本 5 0 8 1 3 5 3 川口南 19 3 19 3 0 1 0

上尾北 17 0 20 0 3 2 3 川口シティ鳩ヶ谷 9 3 9 3 0 2 0

鴻巣水曜 29 2 29 2 0 2 1 第11グループ計 214 28 217 30 3 25 5

桶川イブニング 28 3 28 3 0 3 0 戸田 54 5 55 7 1 3 3

第5グループ計 198 12 206 13 8 24 11 蕨 19 4 18 4 -1 2 0

春日部 29 2 29 2 0 3 0 川口西 13 2 13 2 0 3 0

杉戸 38 2 38 2 0 5 0 戸田西 17 1 19 1 2 2 2

春日部西 27 2 27 2 0 5 0 川口北 23 3 24 3 1 4 1

春日部南 24 1 24 1 0 2 0 川口北東 4 0 4 0 0 2 0

春日部イブニング 36 2 38 2 2 6 2 川口中央 10 1 10 1 0 2 0

第6グループ計 154 9 156 9 2 21 2 川口むさし野 16 3 17 4 1 2 1

戸田イブニング 9 0 9 0 0 2 0

第12グループ計 165 19 169 22 4 22 7

地区合計 2249 198 2308 211 59 226 78

クラブ名

2023年
7月1日
現在

当月末
会員数

クラブ名

2023年
7月1日
現在

当月末
会員数

増減

 2023～2024年度8月 会員数報告

増減
目標

純増

通算
入会

目標

純増

通算
入会

2023/9/8　15:38印刷


